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▌事業説明 ▌ [総務政策課　企画情報係]

款 項 目

（単位：千円）

○　事業概要・補正を必要とする理由
　本事業は、海外自治体職員を江北町に受け入れ、町行政等の現状や課題について意見交
換及び情報交換を行うことにより、互いの地域の行政施策について理解を深めるとともに、ネッ
トワーク構築の推進を図るものである。
　平成30年度にオーストラリアの自治体職員の受け入れを行ったが、その後、新型コロナウイルス
感染症拡大の影響を受け、受け入れを中断していた。
　現時点において、新型コロナウイルス感染症の状況は落ち着きを見せており、長期にわたった
感染拡大防止に関する制限が緩和されたことから、対面による自治体交流事業を再開する。

※令和5年2月に「海外幹部協力セミナー」受入調査が行われ、令和5年4月に受け入れが決定。

【平成30年度受入時の様子】

○　特定財源の内容
　ふるさと応援基金繰入金（その他） 600千円

一般財源

実施期間 令和5年12月5日（火）～8日（金）
交流相手 シドニー事務所管内の自治体職員　10名程度

補正額 600 町債

事業名 自治体交流事業 区分 新規

補正後
予算額

600
補
正
額
財
源
内
訳

国

補正前
予算額

- 県 その他 600

0

7

［一般会計］

２．総務費 １．総務管理費 ５．企画費 事項別



▌事業説明 ▌ [健康福祉課　福祉係]

款 項 目

（単位：千円）

・　事業概要・補正を必要とする理由
食費等の物価高騰に直面し、特に影響を受けた低所得の子育て世帯を支援するため
「子育て世帯生活支援特別給付金」を支給する。 ※ひとり親世帯を除く低所得世帯への給付

【支給対象】
① 令和４年度「低所得の子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯以外の低所得の子育て
　　世帯分）の支給対象者である者（申請不要）

② ①以外で平成17年4月2日（障害児の場合は平成15年4月2日）から令和6年2月29日まで
　　の間に出生した児童を養育し非課税である者（要申請）

③ ①以外で平成17年4月2日（障害児の場合は平成15年4月2日）から令和6年2月29日まで
　　の間に出生した児童を養育している者で、食費等の物価高騰の影響を受けて家計が急変し、
　　非課税である者と同様の事情にあると認められる者（要申請）
    ※家計急変は国が示す基準にて判定

・　特定財源の内容
低所得の子育て世帯生活支援特別給付事業費補助金(国）　8,110千円

［一般会計］

事業名 低所得の子育て世帯生活支援特別給付金給付事業

補正後
予算額

8,111
補
正
額
財
源
内
訳

国 8,110

補正前
予算額

- 県 その他

区分

補正額

新規

３.民生費 ２.児童福祉費 ２.児童措置費 事項別 7

8,111 町債 一般財源 1

プッシュ
※定額給付金の口座情報等を活用し

対象者に案内状を送付するもの

給付額

申請期限：令和6年2月29日まで

児童1人あたり一律5万円

予算

申請

周知方法 令和5年5月上旬に通知文送付 広報誌等で周知

支給日 令和5年5月下旬支給 申請受付後、随時支給

申請方式

4,550千円（国庫10/10） 1,250千円（国庫10/10）

① ②③

対象人数
（見込）

91人 ②10人　　　③15人



▌事業説明 ▌ [こども教育課　総務企画係]

款 項 目

（単位：千円）

◆　事業概要・補正を必要とする理由
　多様な文化や価値観を認めあう国際性・創造性豊かな子どもを育てるため、平成30年度に
中学生をオーストラリアの学校へ派遣し、令和元年度には相手校の学生を受け入れることで
交流を行ってきた。
　令和2年度以降は新型コロナウイルス感染症の影響により対面での交流ができないなかでは
あったが、給食交流やオンライン交流等を行ってきた。
　現時点で、新型コロナウイルス感染症による制限が緩和されつつあり、今年度に入りオースト
ラリアからの来訪の意向があったため、受け入れを行うとともに、これまで見送ってきた交流団
派遣についても実施することで、子どもたちに貴重な経験を積ませたい。

交流相手：エンカウンター・ルーサラン・カレッジ（オーストラリア　南オーストラリア州）

交流内容：相手校の授業に参加、ホストファミリーとの交流、異文化の体験

◆　特定財源の内容
　ふるさと応援基金繰入金（その他） 11,968千円

17名（生徒12名、引率5名）

中学1年生～3年生

8月11日（金）～17日（木） 10月10日（火）～12日（木）

受入

［一般会計］

事業名 学校交流事業 区分 新規

１０．教育費 １．教育総務費 ２．事務局費 事項別 9

日程

補正後
予算額

11,968
補
正
額
財
源
内
訳

国

派遣

補正前
予算額

- 県 その他 11,968

補正額 11,968 町債 一般財源 0

前回受入（令和元年度）前回派遣（平成30年度）

費用 10,925千円 1,043千円

対象
25名（生徒22名、引率3名）

オーストラリアの生徒


